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↑
卒業旅行に行った際の写真です！
ヨーロッパを３週間ほど掛けて回
りました。
節約しましたが、全財産無くなる
レベルでした、、、。（笑）

私の学生時代を形作ったものは、大きく分けて２つあります。
１つ目は、部活動です。私は硬式野球部に所属し、大学生活のほとんどをこの部活動

に捧げてきました。ご存じの方も多いとは思いますが、硬式野球部はほぼ毎日朝練を行
います。そのため、キラキラしたキャンパスライフは入学前から諦めていたとはいえ、
本当に信じられないほど野球漬けの日々を送っていました。今思えば、「朝から全体練
習をし、授業の時間になれば学校へ行く。そして授業が終わるとまたグランドに戻って、
寝る直前まで大好きな野球をする。」これほど贅沢な時間は今後一生無いだろうなと思
います。さらに、この部活動を通じて出会い、時にはライバル・時には友人として過ご
したチームメイトたちとの思い出も私の学生生活を語る上では必須なものです。結果が
出ず悩む日々を、明るく支えてくれたチームメイトは私の誇りであり、一生の宝物です。
２つ目は、ゼミ活動です。
私は南博先生の「南ゼミ」に所属しておりました。主な研究対象は「プロスポーツと

文化財」。スポーツと観光が好きな私には最高の内容でした。実際の活動としては、
フィールドワークを中心に、南先生の影響力をお借りしながら様々な体験をさせていた
だきました。その中でも特に思い出深いのが、「TGC北九州でのボランティア活動」で
す。そもそもこのゼミにいなかったら参加する機会が無かった上に、この規模のイベン
トの影響力や関わる人の数、協賛する企業の仕組みなどをリアルに感じることができま
した。また、同じゼミ生とはコロナ渦ということもあり、中々飲み会などの交流をする
機会がありませんでしたが、卒論という大きな課題を励ましあって取り組んだことは大
学生ならではの良い思い出です。
このように、私の学生生活はキラキラとはしていませんでしたが、充実し、非常に満

足度の高いものだったと言えると思います。

卒業後こんなキャリアを歩んでいます
私は今、北九州をメインに九州・山口に事業を展開する総合不動産会社に勤めていま

す。ここには新卒で入社し、現在２年目を迎えています。私の出身は熊本県ですが、北
九州の住みやすさや大学の名前を業務で活用するためにも北九州での就職を決めました。
私の主な業務内容は、住宅のリフォーム営業です。お客様のニーズを引き出し、ご提

案、ご契約後は工事の管理まで行っています。この仕事のやりがいは大きく３つ。１つ
は、お客様の不安や不便を取り除き、「ありがとう」をいただけること。２つ目は、個
人の方が支払うものとしては額がかなり大きいということ。案件によっては、400万～
500万円になることもあります。そして３つ目は、数ある商品の中から的確なものを提
案する能力やセンスが試されること。あくまでも提案の軸は、自分が好きなものではな
くお客様が好きなものという「我慢する力」が付くなと日々感じています。
今後の展望としては、起業を考えています。起業は、私が小さい頃からこうなりた

い！と考えていた働き方であるということと、「自分のセンスや力を試したい」という
思いから自分の心の奥で常に燃え続けています。その起業という目標のために、今の仕
事をレベルアップする活動の他、ビジネスの勉強等も並行して行っています。
また、仕事だけではなく、プライベートも充実させるのが私の理想の生き方です。そ

のため、出勤前の筋トレや北九州マラソンへの参加など、公私ともに充実した生活を
送っています。

現役生へのメッセージ
現役生の皆さんとは少ししか年が離れておらず、アドバイスというほどいいものはできませんが、大学を卒業

し実際に社会に出た人間として１つお話します。
それは、「人との関わりを大切に」ということです。なぜなら、これから苦しいときや大きな決断を迫られる

とき、必ず誰かに頼ることになります。また、学生生活や仕事でここぞの力を出す理由が「誰かのために」とな
ることも多々あります。生きていく上で人との関わりは必ず重要なキーになるため、是非とも「人を大切に」し
てください！

地創卒業生ファイル 大英産業株式会社

↑
北九州マラソンに参加した際
の写真です！
社会人になっても、積極的に
体を動かすようにしています。

（2025年11月20日執筆）
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